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問　題

教育現場でいじめが深刻な問題となって久しいが、
ネットいじめなどさらにその様相は多様化・複雑化し
ている。実際、これらの変化を受けて文部科学省は平
成 25 年度からいじめ防止対策推進法の施行に伴い、
いじめの定義を「児童生徒に対して、当該児童生徒が
在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の
人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的
な影響を与える行為（インターネットを通じて行われ
るものも含む）であって、当該行為の対象となった児
童生徒が心身の苦痛を感じているもの」としている。
また、文部科学省平成 26 年度「児童生徒の問題行動
等生徒指導上の諸問題に関する調査」における「いじ
め」に関する調査等結果の訂正について」によると平
成 26 年度のいじめ認知件数は 188,057 件（小学校
122,721 件、中学校 52,969 件、高等学校 11,404 件）で、
いじめを認識した学校数は 21,641 校で全学校数に占
める割合は 56.5％にのぼる。また、いじめの現在の状
況で解消しているものの件数の割合は 88.7％である
が、いじめ防止対策推進法第 28 条第 1 項に規定する
重大事態の発生件数は 450 件に上り、前年度の 179 件
を大きく上回る結果となった。
このような現状の把握と改善を図るために、心理学
分野でも様々な研究がすすめられている。例えば、い
じめの特徴（下田，2014）、いじめ経験に拠るその後
の影響（坂西，1995；三島 2008）、いじめに対する教
師の知見や態度（大西・黒川・吉田、2009）、いじめ
に関わる集団規範や特性（大西・吉田，2010；鈴木・
田口・田口，1995）およびいじめ停止や予防などの対
処方略（勝間・津田・山崎，2011）、などである。そ
の中でも、いじめ問題解決に大いに寄与する研究とし
て、いじめ加害者および被害者の特性に関するものが
上げられる。本間（2003）は、中学生を対象に加害者
の特徴として学校生活での友人関係は良好だが、学校
生活での規則を遵守しようとする態度に欠け、対人面

での攻撃性が強く、その一方でいじめ被害や被害者へ
の道徳・共感的な認知や感情が低いことをみいだした。
また、石田・中村（2013）は、加害経験の多い中学生
は大人に対する信頼感が低く反優等生願望が強いこ
と、一方被害経験の多い中学生は友だちからの承認欲
求が強いことを明らかにし、友だちとのつながりを維
持したいがために多少のいじめがあってもその関係を
断ち切れないというアンビバレントな状態にあると考
察している。
このよう中で、近年多くの研究者が注目しているの
がいじめと自尊心（自尊感情と記載する引用文献もあ
るが、本論文では統一的に自尊心を用いる）の関連性
である。例えば、いじめ被害者は自尊心が低く
（Cammack-Barry, 2005）、従来型いじめであろうと
ネットいじめであろうとその被害者は特に学業・学校
に関する自尊心が低い（Guarini, Passini, Melotti＆
Brighi, 2012）ことが報告されている（ただし、後者
の研究では自己肯定感を示す全体自尊心とは無相関）。
また、吉川・今野・会沢（2012）は、大学生を対象に
遡及的調査を行い、いじめ被害経験者は被害経験が無
いものに比べて自尊心が低く、特にいじめ被害程度が
激しかった者の自尊心が低いことを示し、いじめられ
経験が自尊心の低下を招くことの傍証を得ている。さ
らに同研究では、いじめ・いじめられ両方経験者はい
ずれの経験もない者に比べて自尊心が低かったが、い
じめ加害経験者については特に顕著な結果は得られて
いない。しかし、前述した本間（2003）では、いじめ
加害経験のみもつ者は最も自尊心が高く、特にいじめ
加害経験のみを持ちかついじめを継続しているものは
自尊心が高かったが、逆に加害・被害両方経験者は吉
川ら（2012）同様自尊心が低かった。一方、大久保（2011）
はいじめ被害やいじめ加害経験と自尊心とは無関係で
あることを報告している。以上のことから、いじめと
自尊心の関係については多くの検討がなされている
が、その結果は一様ではなく結論には至っていない。
その背景として自尊心のとらえ方の問題があると考え
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られた。
そもそも Rosennberg（1965）によると自尊心（感情）

とは「自分を受容かつ尊重し、自己の価値を評価する
こと」であり、彼はその自己肯定の程度を測るセルフ・
リポート式の 10 項目からなる尺度を構成した。これ
に拠り測定される意識的な顕在的自尊心では、自尊心
が高いほど適応的であり、自尊心の高い人は社会的ス
キルが高く、社会的に望ましい行動をとりやすい
（Batson, Bolen, Cross＆ Neuringer-Benefiel 1986）
が、自尊心が低い人は人生に対する不満足（Crocker&

Wolfe, 2001）や孤独感（Cutrona, 1982）が高いこと
が報告されている。ところが、Baumeister,Smart＆
Boden（1996）は、自尊心の高い人が他者から否定的
な評価を受けると自己評価との食い違いから脅威を感
じ、自らの自己評価を防衛するためにその他者に対し
て否定的感情を抱きその他者に対して攻撃性を向ける
ことを報告しており、必ずしも自尊心が高いことが個
人内および対人的側面においてポジティブに機能する
ものではないことを指摘した。このような顕在的自尊
心と適応の関連性の矛盾を解くカギとして、最近注目
されているのが潜在的自尊心である。潜在的自尊心と
は「自分に関する対象への反応を導く非意識的な自己
に対する評価」（Greenwald & Banaji, 1995）であり、
意図的に質問に答えさせる顕在的自尊心とは異なり、
IATなど無自覚な場面で回答への反応時間などを測る
ことで自分に対する肯定的な潜在的態度を測定する。
Banaji & Greenwald（2013）（北村・小林　訳 2016）は、
この非意識的バイアスをブラインド・スポットと呼び、
これが本人も気づかないうちにその人の行動に影響を
与えることを指摘している。
つまり、意識的な顕在的自尊心にこの非意識的な潜
在的自尊心を組み合わせることに拠り、Jordan,  

Spencer, Zanna, Hoshino-Browne & Correll （2003）
は、自尊心と適応の矛盾を以下のように実証し説明し
ている。彼らによると、顕在的・潜在的両自尊心が共
に高い群に比べ顕在的自尊心は高いが潜在的自尊心が
低い群はより自己愛が強く、かつ内集団ひいきという
形で自己高揚を行ったり、認知的不協和の低減により
自分の決定の合理化を図るなど、より防衛的行動をと
ることが示された。これらのことから、顕在的・潜在
的自尊心が共に高いつまり両者が一致した場合は「安
定した高い自尊心」となるが、顕在的自尊心が高くて

も潜在的自尊心が低いつまり両者が不一致な場合は、
脅威に対して脆弱な自尊心の高さを守るために防衛的
行動をとりうる「防衛的高自尊心」となると述べてい
る。ただし、本邦では内集団ひいきについては原島・
小口（2007）が Jordanら（2003）の追認を行ってい
るが、自己愛傾向については藤井・澤海・相川（2014）
では異なった結果がえられており、理論の妥当性につ
いて引き続き検討が行われている。また、顕在的自尊
心と潜在的自尊心の組み合わせにより異なる特性も指
摘されている。例えば、小塩・西野・速水（2009）で
は、「自己の直接的なポジティブ経験に関係なく、他
者の能力を批判的に評価・軽視する傾向に付随して習
慣的に生じる有能さの感覚」と定義される（速水・木
野・高木 ,2004）仮想的有能感との関係を検討し、仮
想的有能感の部分的・間接的指標である「他者軽視傾
向」は低いながらも潜在的自尊心と正の相関を持ち、
かつ顕在的自尊心は低いものの潜在的自尊心が高い者
は最も他者軽視傾向が強いことを明らかにしている。
そこで、本研究では顕在的自尊心と潜在的自尊心を
同時に扱い、これといじめの関連性を検討することに
した。他者をいじめることは自分の立場を安定させる
と同時に、被害者を見下し、自分が優位であることを
認識できる機会となりうる（松本・山本・速水，
2009）。そのため、前述したいじめ加害経験者で顕在
的自尊心が高いという報告は、かれらの潜在的自尊心
は案外低く脆弱な自尊心のポジティブさを維持継続す
るために、いじめという行為を通じて自らの自尊心を
防衛しているのかもしれない。また、いじめ加害・被
害両経験群で顕在的自尊心が低いのは、いじめ被害を
受けたことで脆弱な顕在的自尊心が低下したものの、
潜在的自尊心は案外高く、たまったストレス発散のた
めにかれらの特徴である他者軽視からいじめを行って
いるのかもしれない。なお、本研究では上述したいじ
め経験やその影響のみならず、いじめに対する認知へ
の顕在的・潜在的自尊心の影響についても検討する。
なぜなら、共感性（大西・吉田，2010）や役割取得（蔵
永・片山・樋口・深田，2008）など、いじめ加害者・
被害者をどのように認識するのかで、その対応が異な
ることが指摘されており、いじめやその該当者を如何
に認知するかには、自尊心の個人差が重要な影響をも
つと思われるからである。
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方　法

参加者
女子大学生 71 人を対象とした。ただし、本研究は
いじめを扱うため日本の修学状況や経過年数などが反
映すると考えられるため、留学生、社会人入学者およ
び社会人編入生は参加者に含めなかった。

調査内容
1．  いじめ質問紙の構成　以下の 3つの尺度を構成し、
実施した。

（1）いじめ場面想定法
いじめをどのように認知するかを確認するために、
場面想定法を実施した。参加者全員に、資料 1の場面
を紙面提示し，A子（いじめ加害者想定）と B子（い
じめ被害者想定）それぞれについて① A子の印象（「反
抗的だ」「冷酷だ」などの15項目）、②A子への感情（「疲
れた」「むなしい」などの 15 項目）③ B子の印象（項
目は A子と同様の 15 項目、ただし提示順序は異なる）
および④ B子への感情（項目は A子と同様の 15 項目、
ただし提示順序は異なる）について，いずれも非常に
あてはまる 7～全くあてはまらない 1の 7 件法で回答
を求めた。評定は、①印象②感情共に、ネガティブな
ほど高得点になるように数値化した。なお、印象・感
情ともに評定項目は、参加者間でカウンターバランス
した。
（2）いじめ経験
以下の 3つの質問に対し、（はい・いいえ）のいず
れかを選択させた。①これまでに人をいじめた経験が
ありますか？②これまでに人からいじめられた経験が
ありますか？③これまでにいじめの現場（人がいじめ
たり、いじめられたりしている場面）を見たことがあ
りますか？ 

（3）いじめ影響尺度
参加者負担を考慮して、香取（1999）のいじめ影響
尺度の下位尺度である「情緒不適応」「他者尊重」「同
調傾向」「他者評価への過敏」「精神的強さ」から因子
負荷量の高い 3項目ずつを抜粋し、15 項目でいじめ
影響を測定する尺度とした。なお、香取（1999）では
「進路選択への影響」という下位尺度も含まれている
が、本調査は大学生を対象とするため、この下位尺度
からは項目抽出を行わなかった。項目をランダマイズ

して提示し、「非常にあてはまる 7～全くあてはまら
ない 1」の 7件法で回答を求めた。なお、得点が高く
なるほどいじめ影響が重篤であるように数値化し以下
の分析に用いた。

2，自尊心の測定
（1）顕在的自尊心の測定　～自尊心尺度～
顕在的自尊心を測定するために、内田・上埜（2010）
が検討した Rosenberg自尊感情尺度（Mimura＆
Griffiths, 2007 の日本版 RSES）を用いた。全 10 項
目に対して、「強くそう思う 4・そう思う 3・まぁまぁ
そう思う 2・少しそう思う 1」で回答を求め、得点が
高くなるほど顕在的自尊心が高くなるように数値化し
以下の分析に用いた。
（2）潜在的自尊心の測定　～自尊心 IAT～　
潜在的自尊心を測定するために、自尊心 IATを実
施した。これは、Greenwald,Nosek＆ Banaji.（2003）
に準じ 7ブロックから構成し、対象概念は「自分」「他
者」，属性概念は「快い」「不快」とした。小塩ら（2009）
に準じ自尊心 IATに用いた刺激語などを Table1 に示
した。
実験参加者には、コンピュータ画面中央に 1つずつ
表示される刺激語を、右ないし左のカテゴリーへと出
来るだけ早く分類するように指示した。画面上部の左
右には分類すべきカテゴリーを提示し、第 1ブロック
は 20 試行で左カテゴリーに「自分」右カテゴリーに「他
者」が表示され、前出した対象概念に関する刺激語の
分類を行った。第 2ブロックも 20 試行で左に「快い」
右に「不快」が提示され、前述した属性概念に関する
刺激語の分類課題であった。第 3ブロックは 20 から
なる練習試行で、左に「自分」と「快い」、右に「他者」
と「不快」を対提示し、第 1及び第 2ブロックで用い
た刺激語を混ぜて順次提示し、右または左のカテゴ
リーに分類させた。第 4ブロックは 40 からなる本試
行で、第 3ブロックと同様のデザインであった。第 5
ブロックは 40 試行で第 1ブロックと同様のデザイン
であるが、画面左カテゴリーに「他者」右カテゴリー
に「自分」というようにカテゴリー表示を逆転させた。
続く第 6 ブロックは 20 からなる練習試行であるが、
左に「他者」と「快い」、右に「自分」と「不快」と
いうように第 3ブロックのカテゴリー提示を逆転させ
た。最終の第 7ブロックは 40 からなる本試行で、第
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6 ブロックと同様のデザインであった。
本調査では、自尊心 IATと前述する質問紙のデー

タを接合するために、参加者に前もって用意した 5桁
の数字を記入させた。自尊心 IATのカウンターバラ
ンスをとるために、その数値が偶数の参加者には上述
した順番で、奇数の参加者には第1、第2ブロックの後、
第 6、第 7、第 5、第 3、第 4の順で IATを実施した。
なお、参加者が分類を押し間違えた際は画面中央に ×

を表示した。刺激語の提示間隔は 400msで、刺激語
の提示からキーを押すまでの時間を反応時間として測
定した。これらの操作には、Millsecond software社
の Inquisit　3.0を用いた。　測定した IATデータは、
Greenwald et al.,（2003）に準じて Dスコアを算出
した（誤答の場合は反応時間に 600msのペナルティ
を課した）。なお、Dスコアが高いほど「自分」と「快
い」の潜在的連合が強く、潜在的自尊心が高いことを
示していた。

調査時期と手続き
2015 年に便宜的抽出法により参加希望者を抽出し
た。調査は、自尊心 IAT，自尊心尺度 ,いじめ質問紙
の順で，いずれも個別に無記名で調査を実施した。な
お、上記 3調査のデータ接合のために、実験者が用意
した 5桁の番号を参加者にランダムに渡し、必要箇所
にその番号を記載させた。

倫理駅配慮
調査の際、事前説明として「研究目的」「プライバシー

の保護」「参加を撤回、途中で辞退するおよび回答を
拒否する権利があること」「研究結果公表時の個人情
報保護」「データの管理責任を研究者が負うこと」な
どを文章と口頭で通知し、同意を得たもののみを参加
者とした。ただし、事前説明を具体的にしすぎること
は、調査目的の露見や反応歪曲を招くため、詳細は事
後説明（ディプリーフィング）にて行い、最後に同意

書に署名を頂いた。なお、 調査の実施に当たり、京都
光華女子大学研究倫理委員会に詳細な研究目的と方法
を提出して審査を受け、調査の妥当性を担保した。

結　果

1．尺度構成
（1）自尊心尺度の構成　自尊心尺度の内的一貫性を確
認するためにα係数を算出したところ、全 10 項目の
α係数は 0.834 で、十分な値が示された。そのため、
この 10 項目で尺度を構成し、平均値（標準偏差）を
算出して以下の分析に用いた。　
（2）いじめ影響尺度　15 項目について主因子法（プ
ロマックス回転）による因子分析を行った。その結果、
因子の減衰状況（4.03，2.54，1.74，1.14，1.12）と解
釈可能性の観点から 3因子解が妥当であると判断し
（累積寄与率 55.44％）、因子毎に因子負荷量 0.495 以
上のものを抽出した。その結果、第 1因子は“人と違っ
たことはしないでおこうと思うようになった” “嫌われ
ないよう人に気をつかうようになった”など 6項目で、
他者への過剰な配慮や同調により波風を立たせないよ
うにする姿勢を表し、香取（1999）の「同調傾向」と
「他者評価への過敏」が融合したものであったので「他
者過敏」因子と命名した。第 2因子は “人間的に成長
した” “相手の気持ちや立場を考えながら自分の意見を
述べるようになった” など 5項目で、人間的な成長や
対人関係スキルの向上を表し、香取（1999）の「他者
尊重」と「精神的強さ」が融合したものであったので
「成長」因子と命名した。第 3因子は “体に不調を感
じるようになった” “よく眠れなくなった”の 2項目で、
いじめ経験によって体調が悪化したことを表し、香取
（1999）の「情緒的不適応」の 2項目に該当したもの
であったのでそれに準じて「情緒的不適応」因子と命
名した。各因子の平均と標準偏差を算出して以下の分
析に用いた

Table1．自尊心 IAT で用いた刺激語



99顕在的・潜在的自尊心がいじめに及ぼす影響

2．顕在的自尊心と潜在的自尊心の関連性　
自尊心尺度の平均値と自尊心 IATの Dスコアにつ
いてピアソンの相関係数を算出したところ、有意では
なかった（r=-.146,n.s.）。
そこで、自尊心尺度および自尊心 IAT（Dスコア）
の平均値で 2分割し（各平均値　自尊心尺度 =2.333；
自尊心 IAT=.565）、それぞれを組み合わせて以下の分
散分析の独立変数を構成した。自尊心尺度高群かつ自
尊心 IAT高群（以下、顕高潜高群と記す）、自尊心尺
度高群かつ自尊心 IAT低群（以下、顕高潜低群と記
す）、自尊心尺度低群かつ自尊心 IAT高群（以下、顕
低潜高群と記す）、自尊心尺度低群かつ自尊心 IAT低
群（以下、顕低潜低群と記す）の 4群を構成した。

3．いじめ認知における顕在的・潜在的自尊心の影響
（1）いじめ対象者への印象

A子と B子に関する印象についてそれぞれに因子
分析を行ったが、因子構造が異なり共通な因子を抽出
することができなかった。そこで、印象の評定項目ご
とに平均値と標準偏差を算出し，これを基にいじめの
種類 2（加害者 A子、被害者 B子）×自尊心 4（顕高
潜高群、顕高潜低群、顕低潜高群、顕低潜低群）の二
要因分散分析を行った。前者は参加者内要因、後者は
参加者間要因である。平均値と標準偏差は Table 2 に
示した。
分析の結果，「反抗的だ」「冷酷だ」「感情的だ」「劣
等感が強い」「感じ悪い」「自己主張が強い」「攻撃的だ」
「自己中心的だ」「被害妄想的な」「理屈っぽい」につ
いては、いじめの種類の主効果のみが確認され（順に、

F（1,67）=96.72；F（1,66）=51.42；F（1,67）=171.25；F

（1,66）=188.11；F（1,67）=137.39；F（1,67）=74.79；F

（1,67）=152.93；F（1,67）=117.25；F（1,67）=75.35；F

（1,67）=12.01,いずれも p<.001），A子のほうが B子
よりいずれの項目についても値が高く、いじめ加害者
は被害者よりネガティブな印象がもたれることが示さ
れた。「嫌い」については、いじめの種類の主効果（F

（1,66）=75.14 ,p<.001）が有意となり、A子のほうが
B子より嫌われていた。また交互作用が有意傾向（F

（3,66）=2.29, p<.1）を示し、必要な下位検定と多重比
較（Tukey HSD）を行ったところ、顕高潜高群のほ
うが顕低潜低群より A子を嫌う傾向が示されたが
（p=.061）、B子についてはこのような差が見られな
かった。「暗い」については、いじめの種類の主効果
と交互作用が共に有意で（順に、F（1,67）=7.19,p<.01 
；F（3,67）=2.79, p<.05）、必要な下位検定を行ったとこ
ろ、顕高潜高群のみでいじめ種類の効果がみられ（F

（1,18）=18.24,p<.001）、A子のほうが B子より暗いと
知覚していた。「ルールを守らない」については、い
じめの種類の主効果（F（1,67）=89.33, p<.001）が有意
となり、A子のほうが B子よりルールを守らないと
考えられていた。また交互作用が有意（F（3,67）=4.17, 
p<.009）で、必要な下位検定と多重比較（Tukey 

HSD）を行ったところ、顕高潜高群および顕高潜低
群が顕低潜低群より A子に対しルールを守らないと
いう印象を強く抱いていた。「気が弱い」「積極的だ」
については特に顕著な結果はなかった。

Table2．印象（いじめ認知の場面想定法）の平均と（標準偏差）
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（2）いじめ対象者への感情
A子と B子に対する感情についてそれぞれに因子

分析を行ったが、上述した印象と同様、因子構造から
共通な因子を抽出することができなかった。そこで、
感情の評定項目ごとに平均値と標準偏差を算出し，こ
れを基にいじめの種類 2（加害者 A子、被害者 B子）
×自尊心 4（顕高潜高群、顕高潜低群、顕低潜高群、
顕低潜低群）の二要因分散分析を行った。印象と同様、
前者は参加者内要因、後者は参加者間要因である。平
均値と標準偏差は Table 3 に示した。
分析の結果，「むなしい」「憎らしい」「すっとした」「ど
うでもいい」「イライラした」「自信がない」「情けない」
については、いじめの種類の主効果のみが確認され（順
に、F（1,67）=7.16, p<.01；F（1,67）=32.73, p<.001；F

（1,67）=12.70, p<.001；F（1,67）=6.39 ,p<.05；F（1,67）
=36.76, p<.001；F（1,67）=46.33, p<.001；F（1,67）
=45,38, p<.001；），A子のほうが B子よりいずれの項
目についても値が高く、いじめ加害者は被害者よりネ
ガティブな感情が抱かれることが示された。「悲しい」
についてもいじめの種類の主効果のみ確認されたが（F

（1,67）=9.29, p<.01）、ここでは B子のほうが A子より
悲しいという感情を持たれていた。また「不安な」と「つ
らい」についてはいじめの種類の主効果に有意傾向が
みられたが（F（1,67）=2.79；F（1,67）=3.37, p<.1）、こ
こでも B子のほうが A子より不安が高くつらい気持
ちをもっていると評価される傾向が示された。「動揺
した」ではいじめの種類の主効果（F（1,66）=23.56, 
p<.001）がみられ、B子のほうが A子より動揺してい
ると感じられていた。また自尊心の主効果に有意傾向
がみられ（F（3,66）=2.45, p<.1）、多重比較（Tukey 

HSD）を行ったところ、顕低潜低群のほうが顕低潜高
群より A子 B子にかかわらずいじめ対象者に動揺し
ていると感じていた。「疲れた」「ばからしい」「ぞく
ぞくした」「孤独な」については、特に顕著な結果は
得られなかった。

4．いじめ経験における顕在的・潜在的自尊心の影響
いじめ経験（いじめ経験の有無およびいじめられ経
験の有無）の度数について、自尊心 4群（顕高潜高群、
顕高潜低群、顕低潜高群、顕低潜低群）で、差が有る
かどうかを確認するためにχ2 検定を行ったところ、
いじめ経験、いじめられ経験いずれについても人数比
率の偏りは有意ではなかった（順に、いじめ経験（加
害）χ2（3）= 5.28；いじめられ経験（被害）χ2（3）= 3.31、
いずれも n.s.）。
次に、いじめ経験（いじめ経験・いじめられ経験）
の組み合わせを考慮し、いじめ経験およびいじめられ
経験両方あり（以下、両経験群と記す）、いじめ経験
のみ（以下、加害群と記す）、いじめられ経験のみ（以
下、被害群と記す）、いじめ経験およびいじめられ経
験両方なし（以下、経験なし群）の 4群を設定した。
この 4群で顕在的自尊心および潜在的自尊心に差が有
るかどうかを検討するために、いじめ経験 4群を独立
変数、2つの自尊心を各々従属変数とする一要因分散
分析を行った。その結果、顕在的自尊心である自尊心
尺度の平均値は F（3,67）=1.33,n.s. で、いじめ経験 4
群間で有意な差は検出されなかった。
また、潜在的自尊心である自尊心 IATの Dスコア
も F（3,64）=1.93,n.s. で、有意な差はみられなかった。
ただし、自尊心（顕在的自尊心の高群・低群および潜

Table3．感情（いじめ認知の場面想定法）の平均と（標準偏差）
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在的自尊心の高群・低群）について、いじめ経験で差
が有るかどうかを確認するためにχ2 検定を行った。
ただし、加害群は合計 6人で、顕在的自尊心 2群に分
割した期待度数は顕在的自尊心高群 2 人（期待度数
2.8）、低群 4 人（期待度数 3.2）だったので分析から
除外し、両経験群・被害群・経験なし群の 3群で検討
した。その結果、人数比率の偏りが有意傾向（χ2（2）
= 5.49,p＜.1）を示したので、残差分析を行ったところ、
両経験群では顕在的自尊心低群者が有意に多く（両経
験群：高群 6 人（調整済み残差－ 2.1）、低群 15 人
（2.1））、逆に経験なし群では顕在的自尊心高群者が有
意に多かった（経験なし群：高群 18 人（2.1）、低群
11 人（－ 2.1））。また、潜在的自尊心 2群に分割した
加害群の期待度数は潜在的自尊心高群 3人（期待度数
3.4）、低群 3 人（期待度数 2.6）だったので分析から
除外し、上記同様 3群で検討したが、人数比率の偏り
については特に顕著な結果はえられなかった（χ2（2）

= 0.11，n.s.）。

5．  いじめ影響尺度における顕在的・潜在的自尊心の
影響
いじめ影響尺度の 3下位尺度の平均値を従属変数、
自尊心 4（顕高潜高群、顕高潜低群、顕低潜高群、顕
低潜低群）を独立変数として一要因分散分析を行った。
平均値と標準偏差は Table7 に示した。その結果、「他
者過敏」で自尊心の主効果がみられ（F（3,61）=6.05, 
p<.001）、多重比較（Tukey HSD）を行ったところ、
顕低潜低群および顕低潜高群のほうが顕高潜高群より
いじめを経験後他者に過敏になっていた（いずれも
p<.01）。また顕低潜低群および顕低潜高群のほうが顕
高潜低群よりいじめを経験後他者に過敏になる傾向が
示された（p<.1）。ただし、「成長」および「情緒的不
適応」については特に顕著な結果はえられなかった。

Table6．顕在的自尊心と潜在的自尊心のいじめ体験別平均と（標準偏差）

Table5．いじめ被害経験の顕在的・潜在的自尊心群別の人数分布と（調整済み残差）

Table4．いじめ加害経験の顕在的・潜在的自尊心群別の人数分布と（調整済み残差）

Table7．いじめ影響の顕在的・潜在的自尊心群別の平均と（標準偏差）
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考察

本研究は、いじめ想定場面の提示に拠るいじめ認知、
実際のいじめ経験およびいじめの影響について、顕在
的・潜在的自尊心の影響を明らかにすることであった。
まず、場面想定法を用いたいじめ認知の検討のうち
いじめ対象者への印象については、いじめ加害者（A

子）は被害者（B子）より，攻撃的・反抗的・冷酷・
感情的・被害妄想的で、理屈っぽく劣等感や自己主張
が強いうえに自己中心的で感じが悪いという印象が持
たれ、かつ嫌われていた。これらのことから、いじめ
加害者は被害者より一般的にネガティブでかつ問題の
多い性格をもつという印象が抱かれることが明らかに
なった。また、本研究の主目的である自尊心の影響に
ついては、顕高潜高群のほうが顕低潜低群より加害者
を「嫌う」傾向が示されたが、被害者には顕在的・潜
在的自尊心の差はみられなかった。次に、顕高潜高群
のみで加害者のほうが被害者より「暗い」という印象
を抱いていた。さらに、加害者のほうが被害者よりルー
ルを守らないと考えられていたが、特に加害者に対し
て顕高潜高群および顕高潜低群が顕低潜低群よりルー
ルを守らないという印象を強く抱いていた。以上のこ
とから特に顕高潜高群はいじめ加害者に対してよりネ
ガティブかつ厳しい反応をすることが示された。顕高
潜高群は肯定的な自己感情や自己受容が高く、それが
安定しているため、自己の価値観や信念に対しても自
信を持っており、「いじめる」という反社会的行動に
対して自らの価値観や信念と対極にあることを敏感に
察知し、より加害者をネガティブかつ反社会的と判断
するのかもしれない。
また、同様にいじめ対象者への感情については、い
じめ加害者は被害者より「憎らしい」、「イライラした」、
「自信が無い」や「情けない」というネガティブ感情
が持たれると同時に、「むなしい」や「どうでもいい」
という虚無的な感情も抱かれることが示された。ただ
し、「すっとした」のようにいじめ加害者に同一視し
てうっぷんを晴らそうとする気分もあるという問題も
明らかになった。その一方で、被害者のほうが「悲し
く」、「不安」で「つらい」などいじめ被害者への共感
も示された。また、本研究の主目的である自尊心の影
響については「動揺した」のみで確認され、顕低潜低
群のほうが顕低潜高群より加害者・被害者にかかわら

ずいじめ対象者は動揺していると感じていた。顕在的
自尊心は具体的なポジティブ経験に基づく自己肯定感
であり、一方潜在的自尊心は肯定的自己感情との非意
図的な連合の強さを表している。そのため、顕低潜高
群は具体的な成功や他者からの受容経験は希薄である
ものの非意識的・自動的自己肯定感情は高く、それを
背景に他者軽視傾向も高い（小塩ら，2009）ことから、
いじめ場面に遭遇しても動揺は少ない。しかし、顕低
潜低群は否定的な自己感情や自己不信・不安が固定化
しているため、他者への警戒心が強くかつ他者からの
脅威に敏感なため、加害・被害にかかわりなくいじめ
という対人関係のネガティブ現象に出会うとより強く
動揺すると考えられた。
次に実際のいじめ経験について検討したところ、顕
在的・潜在的自尊心の組み合わせの 4群間（顕高潜高
群、顕高潜低群、顕低潜高群、顕低潜低群）で、いじ
め経験・いじめられ経験の有無についての人数分布の
偏りはいずれもなかった。また、いじめ経験 4群（両
経験群、加害群、被害群、経験なし群）において、顕
在的自尊心（自尊心尺度の平均値）および潜在的自尊
心（自尊心 IATの Dスコア）の差はいずれも検出で
きなかった。ただし、加害群は人数が少なすぎるため
に除外して両経験群・被害群・経験なし群の 3群につ
いて、顕在的自尊心高群・低群の人数分布の偏りを検
討すると、両経験群では顕在的自尊心低群が高群より
人数が多く、逆に経験なし群では顕在的自尊心高群が
低群より人数が多かった。前者の結果は、加害・被害
両方経験者の自尊心（顕在的）が低かったとする本間
（2003）や吉川（2012）の結果と整合的であり、後者
の結果は、仮想的有能感が低く自尊感情が高い自尊型
がいじめ加害・被害ともに少ないとする松本ら（2009）
の結果と整合的であった。当初、いじめ加害・被害両
経験群で顕在的自尊心が低いのは、いじめ被害を受け
たことで脆弱な顕在的自尊心が低下したが、潜在的自
尊心は案外高くストレス緩和などのために他者を軽視
する傾向からいじめを行うと予想した。このことは、
実証できなかったが、統計上有意ではなかったものの
両経験群の Dスコア値が最も高く、かつ両経験群の
うち顕低潜高群の度数が最も高かった（両経験群全
21 人中顕低潜高群は 9人；顕高潜高群 3人；顕高潜
低群 3人；顕低潜低群 6人）。小塩ら（2009）は、顕
低潜高群が最も他者軽視傾向が強まることを報告して
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いるが、これがいじめ加害・被害両方を経験すること
につながっているのかもしれない。ただし、両経験群・
被害群・経験なし群の 3群において潜在的自尊心高低
間ではこのような人数比率の偏りはみられなかったこ
とから、その傍証は得られていない。
さらに、いじめの影響については「他者過敏」「成長」

「情緒不適応」の 3つの下位因子に分かれることが示
され、それらが顕在的・潜在的自尊心の組み合わせ 4
群で差が有るかどうか検討したところ、「他者過敏」
のみで差が確認され、顕低潜低群および顕低潜高群の
ほうが顕高潜高群より高値を示し、顕在的自尊心の低
い者は、顕在的・潜在的自尊心高群よりも、いじめを
経験すると他者に過敏に反応するようになっていた。
このことは、顕高潜高群は自らのポジティブ体験によ
り安定した自尊心をもつが、顕在的自尊心が低い者は
これまで具体的な成功や他者受容などポジティブ体験
が少ないためにいじめに遭遇すると、これ以上他者か
ら拒絶されることが無いように、あるいはいじめの標
的になるのを避けようとより強く動機づけられるた
め、他者に同調したり他者からの評価に過敏に反応す
るようになるのかもしれない。その中でも顕在的自尊
心が低く潜在的自尊心が高い群は、心の中では他者を
軽視しつつも、表面上は自分がいじめられないように
他者に同調してやり過ごそうとしたり、他者にどのよ
うに思われているかを過剰に気にするようになるのか
もしれない。なお、本研究では「成長」と「情緒的不
適応」については特に顕著な結果はえられなかった。
さて、最後に本研究の課題について触れておきたい。

第 1に、顕在的自尊心と潜在的自尊心のいじめに対す
る関連性を詳細に分析するなら、両者の組み合わせ（顕
高潜高群、顕高潜低群、顕低潜高群、顕低潜低群）と
いじめ経験（両経験群・被害群・加害群・経験なし群）
をクロス集計したうえで分析すべきである。しかし、
本調査では参加人数が十分ではなかったために、この
ような分析ができず、予想を十分に検証できなかった。
第 2 に、本調査では潜在的自尊心測定のため自尊心
IATを実施したが、この調査は時間と場所の制約を受
けるため女子大学生を対象として調査を実施するとい
う遡及的研究になり、実際にいじめ件数が最も多い中
学生を対象にした場合は発達的要素や環境要因とも相
まって別の視点からの示唆が得られる可能性がある。
第 3に、いじめ認知では場面想定法を行ったが、自尊

心の影響については多くの結果を得られなかった。こ
れについては、実際にいじめ認知に自尊心の影響が少
ないのか、今回実施した場面想定の刺激文の妥当性が
低いのかなどその原因は明らかではない。刺激文の妥
当性を検証しておく必要があり、かつ複数の刺激文で
同様の結果が得られるかどうか検討すべきであった。
第 4に、本研究では顕在的自尊心測定の選択肢がポジ
ティブ側に偏ったものであったために、その他の研究
との整合性に疑問が生じた可能性は否定しきれない。
これらの点については、今後より精緻な研究が望まれ
る。
本研究では、顕在的自尊心が高く潜在的自尊心が低
い者は、脆弱な自尊心のポジティブさを維持継続する
ためにいじめという行為を通じて他者より優位に立つ
ことで自らの自尊心を防衛している、あるいは顕在的
自尊心が低く潜在的自尊心が高い者は他者軽視傾向が
強く（小塩ら，2009）、自らのストレス発散のために
他者をいたぶる行為を行うなど、顕在的自尊心と潜在
的自尊心のギャップを埋める防衛的手段としていじめ
を行っていることを想定した。具体的に得られた結果
は、それらを検証するには至らなかったが、部分的に
その傍証になるものも検出できた。これらのことから、
いじめ現象を明らかにしていくためには顕在的自尊心
のみならず潜在的自尊心も併せて考慮することが肝要
であると考えられた。特に、その不一致から引き起こ
される自己防衛がいじめを生みだすメカニズムの解明
は意義のあることと思われる。
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（資料 1）
《いじめ認知の刺激文》
A子と B子は、5人グループの中でも仲が良かった。
2人とも成績は中くらいで、クラスでも目立つ方では
なく、いわゆる普通の生徒だった。中 2になったある
日、B子は親から進路について尋ねられ、自分の将来
を考えたときもう少し頑張って勉強した方がよいと考
えるようになり、進学塾へ通い始めた。A子も B子
に誘われて、一緒に進学塾へ行くようになった。
塾へ行き始めた当初、2人の成績には大きな変化は
なかった。しかし、3ケ月たつと B子の成績は徐々に
向上しはじめ、B子はさらにやる気を出して、生き生
きと頑張るようになった。それに対して A子は、B

子と同じ塾で頑張っていたのだが、成績は伸び悩み、
B子との差を意識するあまり、ますますやる気を失っ
てついには進学塾をやめてしまった。

A子が進学塾をやめた後も、A子と B子を含む 5
人グループは、相変わらず学校では共に行動していた。
しかし、A子とB子の成績の差は次第に明らかになり、
A子は B子にとても追いつけなくなるにつれて、2人
の関係が変化し始めた。例えば、B子が 5人グループ
の話題の中心で話しているのに突然 A子が話題を変
えてしまったり、グループでどこかに遊びに行く計画
を立てるときに、A子は B子がいけない日をわざと
その遊びの日程を入れたりした。そういうことが続い

てA子とB子の関係がぎくしゃくし始めた。しだいに、
A子の「B子はずし」は露骨になり、現在では B子
はこのグループに居づらい雰囲気で、悩み始めている。




